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出発進行！
笑顔を奏でる 交

シ ン フ ォ ニ ー

響曲
19 ～ 74歳の方の市民健診が始まります。
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川上さんの功績と思いをいつまでも

　

数
々
の
偉
大
な
功
績
を
残
し
、
93
歳
で
こ

の
世
を
去
っ
た
人
吉
市
名
誉
市
民
・
川
上
哲

治
氏
の
栄
誉
を
た
た
え
、
川
上
氏
の
誕
生
日

で
あ
る
３
月
23
日
に
追
悼
記
念
式
典
が
川
上

哲
治
記
念
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
球
場
正
面
出
入
口
に
新

た
に
掛
け
ら
れ
た
川
上
氏
の
肖
像
写
真
プ

レ
ー
ト
２
枚
を
市
内
小
・
中
学
校
の
野
球
部

員
ら
が
除
幕
。
式
典
に
は
、
親
族
を
は
じ
め

川
上
監
督
の
下
で
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
末

次
利
光
さ
ん
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
列
し
、

黙
と
う
や
献
花
で
故
人
を
し
の
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
少
年
野
球
指

導
に
力
を
注
い
だ
川
上
氏
の
遺
志
を
受
け
継

ぎ
、
少
年
野
球
教
室
を
開
催
。
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
末
次
さ
ん
の
打

撃
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会

人
野
球
の
三
菱
重
工
長
崎
と
ホ
ン
ダ
熊
本
の

追
悼
記
念
試
合
も
行
わ
れ
、
接
戦
の
末
、
ホ

ン
ダ
熊
本
が
８
対
７
で
勝
利
し
ま
し
た
。

①球場正面出入口につくられた川上氏の祭壇。約 100 人の参列者が川上氏
との別れを惜しんだ ②献花をする川上氏のおいの川上修治さん ③川上氏の
肖像写真プレートを除幕。現役時代と監督時代の２枚の写真が掛けられた 
④熱い打撃指導を受ける市内中学校の野球部員 ⑤接戦を繰り広げた社会人
野球チームの追悼記念試合 ⑥社会人野球のプレーを熱心に観戦する子ども
たち ⑦２月 26日には熊本大学と東京大学の追悼交流試合も行われた7
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人
吉
市
と
湯
前
町
を
結
ぶ
第
三
セ
ク

タ
ー
「
く
ま
川
鉄
道
」
の
新
型
車

両
「
田
園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
３
両
が
３
月

８
日
に
運
行
を
開
始
し
た
。
老
朽
化
し
た

車
両
の
更
新
に
加
え
、
観
光
列
車
事
業
と

し
て
収
益
を
高
め
、
沿
線
に
元
気
を
取
り

戻
す
こ
と
が
導
入
の
狙
い
だ
。

　

車
両
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
、
九
州
新

幹
線
や
豪
華
寝
台
列
車
「
な
な
つ
星
in
九

州
」
を
手
が
け
た
鉄
道
車
両
デ
ザ
イ
ン
の

第
一
人
者
・
水
戸
岡
鋭
治
さ
ん
。
人
吉
盆

地
の
春
、
秋
、
冬
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い

う
ベ
ー
ジ
ュ
、
赤
、
茶
色
の
車
体
に
は
音

符
が
踊
り
、
地
元
産
の
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
車
内
に
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

交
響
曲
「
田
園
」
が
流
れ
る
。
来
春
に
は

新
た
な
２
両
も
運
行
を
始
め
る
予
定
だ
。

　

こ
の
列
車
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
朝
夕

は
日
本
一
心
ゆ
た
か
な
品
格
の
あ
る
通
学

列
車
」「
日
中
は
日
本
一
心
ゆ
た
か
な
お

も
て
な
し
観
光
列
車
」。
朝
夕
は
通
勤
や

通
学
な
ど
の
一
般
普
通
列
車
と
し
て
運
行

す
る
が
、
昼
間
は
予
約
制
の
観
光
列
車
と

し
て
人
吉
温
泉
〜
湯
前
間
を
１
日
１
本
運

行
す
る
（
水
曜
運
休
）。
通
常
約
40
分
か

け
て
走
る
路
線
を
、
約
1
時
間
か
け
て

ゆ
っ
く
り
ガ
タ
ゴ
ト
。
観
光
案
内
や
車
内

販
売
が
あ
る
ほ
か
、
車
窓
か
ら
は
四
季

折
々
の
景
色
が
堪
能
で
き
、
停
車
す
る
駅

で
は
地
元
住
民
に
よ
る「
お
も
て
な
し
隊
」

が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

　

乗
る
人
、
も
て
な
す
人
、
見
送
る
人
。

人
吉
球
磨
を
元
気
に
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
笑
顔
を
乗
せ
た
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
が
走

り
出
す
。

３
月
か
ら
く
ま
川
鉄
道
を
走
り
始
め
た
新
型
車
両
「
田
園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」。
水
戸

岡
鋭
治
さ
ん
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
や
観
光
列
車
と
し
て
の
運
行
に
大
き
な
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
人
吉
球
磨
の
新
た
な
宝
と
し
て
、
そ
の
第
１
楽
章
が
始
ま
っ
た
。

出
発
進
行
！

笑
顔
を
奏
で
る
交シ

ン
フ
ォ
ニ
ー

響
曲

「
田
園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
運
行
記
念
特
集
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田園シンフォニーが  やってきた田園シンフォニーの  みどころ
新潟県の工場で造られ、はるばる人吉へやってきた「田園シンフォニー」。３月８日には
盛大な運行セレモニーが開催され、沿線ではたくさんの人たちが笑顔で出迎えた。

➊３月８日の運行セレモニーにはデザインを手がけた水戸岡鋭治さんも出席。大勢が運行を祝った。➋停車駅をはじめ沿
線では地域住民が笑顔でお出迎え。➌３月15日の観光列車運行初日には、車内でチェロ奏者・吉川よしひろさんのサプライズコン
サートも。 ➍運行セレモニーでは、お内裏さまとおひなさまの合図で列車が出発！ ➎子どもたちも旗を振って大歓迎。 
➏地元の高校生たちが自ら作った「日本一の乗車マナー宣言」を行った。

 

➊地元産のヒノキを使った木の風合いが心地よい車内には、ソファ席やテーブル席などさまざまな座席を配置。 
➋子どもが運転手気分になれる席も。 ➌まるでホテルのロビーやレストランを思わせる雰囲気。 ➍景色を楽しむための展望
カウンター席。景色を絵画のように楽しんでもらおうと、窓枠は額縁をイメージしている。 ➎車内にはベートーベンの交響曲
「田園」が流れるほか、曲をイメージした装飾が。➏ショーケースには球磨焼酎やきじ馬など地元の特産品が並ぶ。

 

工業デザイナー・水戸岡鋭治さんの世界観が生きた車内には、心地よい通学や豊かな旅を
演出してくれる仕掛けがいっぱい。思わず笑顔になる、そんな車内をのぞいてみよう。

運行ダイヤ　人吉温泉駅：午前 11時 11分発　→　湯前駅：午後０時 18分着
料 金　乗車区間の料金　＋　座席指定料金 300 円（一般普通列車の場合は乗車区間の運賃のみ）
予 約 方 法　くま川鉄道株式会社ホームページの運行カレンダーで運行日を確認し、電話で予約してください。
　　　　　　　予約は乗車日の１カ月前から受け付けます。
予約・問合せ　くま川鉄道株式会社（☎２３－５０１１）　ホームページ　http://www.kumagawa-rail.com/

田園シンフォニーに乗って一言

こんなにきれいでおしゃれな列車で
通学できるなんて、学校に行くのが
楽しくなりそう。自分たちが作った
乗車マナーをしっかり守ります。

平
井 

ゆ
か
さ
ん
（
田
町
）

尾
上 

由
依
さ
ん
（
下
新
町
）

仁
科 

志
麻
さ
ん
（
北
九
州
市
）

横
手 

加
奈
子
さ
ん(

熊
本
市
）

ソファ席だったので、前や隣に座っ
たお客さんたちと仲良くなれまし
た。人とたくさん関わることができ
る列車だと思います。

水戸岡デザインというのが気になっ
ていました。沿線にはまさに田園風
景が広がっていて、ネーミングが
ぴったりですね。

平
野
さ
ん
夫
婦
（
玉
名
市
）

田園シンフォニー（観光列車）運行情報
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田園シンフォニーの  おもてなし

▲▲

▲▲▲

▲

▲

車両に込めた、巨匠の思い

子
ど
も
た
ち
に
最
高
の
も
の
を　

　
「
通
学
列
車
に
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
に
最
高
の
も
の
を
提
供
し
よ
う

と
い
う
の
が
今
回
の
テ
ー
マ
。
人
は

小
さ
い
こ
ろ
に
出
会
う
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

コ
ト
で
基
本
の
価
値
観
が
決
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
最
高
の

も
の
を
使
う
こ
と
で
マ
ナ
ー
や
品
格

を
身
に
付
け
、
い
い
大
人
に
な
っ
て

い
く
。
子
ど
も
た
ち
に
最
高
の
も
の

を
提
供
す
る
の
は
、
私
た
ち
大
人
の

使
命
な
の
で
す
。　

　

彼
ら
に
は
こ
の
車
両
を
、
あ
る
と

き
は
勉
強
部
屋
と
し
て
、
図
書
館
と

し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
、
思
い

思
い
の
空
間
と
し
て
使
っ
て
ほ
し

い
。
車
内
で
過
ご
す
時
間
と
空
間
を
、

思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

乗
っ
て
守
ろ
う
く
ま
川
鉄
道

　

デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
Ｊ
Ｒ
九
州

の
「
な
な
つ
星
in
九
州
」
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
の
列
車
は
非

日
常
の
め
っ
た
に
乗
れ
な
い
豪
華
な

寝
台
列
車
。
そ
れ
に
比
べ
、「
田
園

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
は
誰
で
も
自
由
に

乗
れ
る
、
ま
さ
に
日
常
の
豪
華
列
車

で
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

通
勤
・
通
学
、
日
常
生
活
に
ど
ん
ど

ん
使
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
観
光
客

に
も
乗
り
に
来
て
ほ
し
い
。
使
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
こ
の
沿
線
が
も
う

一
度
活
気
を
取
り
戻
す
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
元
の
人
に
乗
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
一
番
大
事
。「
乗
っ
て

守
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
鉄

道
を
大
事
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

優
し
い
田
園
風
景
を
イ
メ
ー
ジ

　

以
前
、
く
ま
川
鉄
道
の
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ

１
、
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
２
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

と
き
に
沿
線
を
走
り
ま
し
た
が
、
盆

地
の
真
ん
中
を
列
車
が
走
る
と
い
う

の
は
珍
し
い
地
域
。
山
も
近
く
て
低

く
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
心
地
い
い

田
園
風
景
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の

優
し
い
田
園
風
景
に
こ
そ
価
値
が
あ

る
と
思
い
、
そ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
今
回
の
車
両
を
作
り
ま
し
た
。

　

地
元
の
人
は
こ
の
景
色
を
見
慣
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
す
ご

く
美
し
い
盆
地
で
す
。
そ
の
魅
力
を

再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
田
園

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
窓
に
は
木
の
額
縁

を
付
け
て
い
ま
す
。
絵
画
を
見
る
よ

う
に
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
も
う
一

度
見
直
し
て
ほ
し
い
。「
自
分
た
ち

が
住
む
ま
ち
は
こ
ん
な
美
し
か
っ
た

の
か
」
と
い
う
の
が
分
か
っ
て
も
ら

え
る
と
思
い
ま
す
。
地
元
産
の
ヒ
ノ

キ
を
使
っ
た
の
で
、
自
然
を
感
じ
、

よ
り
景
色
が
美
し
く
見
え
る
額
縁
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
季
を
テ
ー
マ
に
デ
ザ
イ

ン
し
ま
し
た
が
、
５
両
あ
る
の
で
残

り
の
一
つ
は
「
白は
く
し
ゅ
う秋
」
に
。
こ
の
地

域
は
よ
く
霧
が
出
て
、
街
が
な
ん
と

も
言
え
な
い
乳
白
色
の
世
界
に
包
ま

れ
る
。
そ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

来
年
は
「
白
秋
」
と
濃
い
ブ
ル
ー
の

「
夏
」
の
２
両
が
や
っ
て
き
ま
す
。

ドーンデザイン研究所代表
水戸岡 鋭治 さん

工業デザイナー・水戸岡鋭治さんがデザインを担当したことでも注目が集まる「田園シンフォ
ニー」。鉄道車両デザインの第一人者が、この車両に込めた思いを聞いた。

車内のおもてなし

停車駅のおもてなし
昭和22年岡山県生まれ。工業デザイナー、イラ
ストレーター。ＪＲ九州を中心に多くの車両や駅
舎などのデザインを手掛け、鉄道車両デザインの
第一人者として知られる。くま川鉄道ではこれま
でにKUMA１、KUMA２のデザインを担当。

車内では客室乗務員の温かなサービス。停車駅では「おもてなし隊」がお出迎え。日本一
のおもてなし観光列車を目指す田園シンフォニーは、たくさんのお楽しみが待っている。

観
光
列
車
と
し
て
運
行
す

る
田
園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

の
お
楽
し
み
と
い
え
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
お
も
て
な
し
だ
。

　

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
た
り
ス
ロ
ー

な
運
行
に
合
わ
せ
て
車
内
で
は

観
光
案
内
が
流
れ
る
ほ
か
、
地

元
の
ス
イ
ー
ツ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
ワ
ゴ
ン
販
売
、
客
室

乗
務
員
に
よ
る
記
念
撮
影
サ
ー

ビ
ス
も
あ
る
。
前
職
が
ホ
テ
ル

マ
ン
と
い
う
客
室
乗
務
員
・
山

口
誠
さ
ん
は
「
ホ
テ
ル
並
み
の

サ
ー
ビ
ス
を
基
本
に
、
あ
え
て

球
磨
弁
で
し
ゃ
べ
っ
た
り
自
分

な
り
の
観
光
案
内
を
し
た
り
。

カ
ッ
チ
リ
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
よ

り
も
温
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛

け
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
。

　

停
車
駅
の
う
ち
１
カ
所
で

は
、沿
線
住
民
が
結
成
し
た
「
お

も
て
な
し
隊
」
が
笑
顔
で
お
出

迎
え
。
お
茶
の
振
る
舞
い
や
物

産
販
売
が
あ
る
ほ
か
、
乗
車
券

購
入
時
に
も
ら
え
る
券
を
渡
す

と
お
土
産
と
引
き
換
え
て
く
れ

る
。
ど
ん
な
お
土
産
な
の
か
は

そ
の
日
の
お
楽
し
み
。

　

そ
し
て
、
農
作
業
中
の
手
を

休
め
て
田
ん
ぼ
の
中
か
ら
手
を

振
っ
て
く
れ
た
り
、
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て
く

れ
た
り
。
沿
線
の
人
の
温
か
さ

が
、
こ
の
列
車
の
何
よ
り
の
お

も
て
な
し
だ
。　

相良藩
願成寺人吉温泉 肥 後

西 村 川  村 おかどめ
  幸　福 あさぎり 東免田  公 立

病院前 多良木 東多良木木  上一  武 新鶴羽 湯  前

▲

観光列車の運行では客室乗務員一人が
乗車（上）／飲み物やおつまみのほか、
南稜高校で搾乳した牛乳を使ったプリ
ンや山江村産のクリを使った栗きんと
んなど、地元のスイーツも販売（左）

　　　　　　   客室乗務員の皆さん

那
良 

卓
弘
さ
ん

山
口 

誠
さ
ん

白
木 

佐
紀
子
さ
ん
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八代 段 坂本 葉木 鎌瀬 瀬戸石 海路 吉尾 白石 球泉洞

植
村

大
隅
横
川

栗
野

吉
松

真
幸

矢
岳

大
畑

人
吉

西
人
吉

渡

那
良
口

霧
島
温
泉

嘉
例
川

中
福
良

表
木
山

日
当
山

隼
人

一勝地

世 界 遺 産 へ世 界 遺 産 へ
肥薩線、世界遺産への道―。肥薩線、世界遺産への道―。

肥薩線全線開通

vol.19

地域の宝・肥薩線を世界へ―。
100年の歴史を持つ肥薩線の鉄道遺産を紹介します。

市自治振興課肥薩線世界遺産推進室（☎22-2111内線2221）

D51復活運行に向けた署名にご協力ください！詳しくはこちら→　肥薩線を未来へつなぐ協議会ホームページ　http://www.hisatsusen.com/

　

明
治
42
年
11
月
21
日
の
人
吉
〜

吉
松
間
開
通
に
よ
る
肥
薩
線
全
線

開
通
（
八
代
〜
鹿
児
島
）
時
に
は
、

鹿
児
島
市
内
で
大
き
な
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
状
況
を
伝
え
る
九
州
日

日
新
聞
に
よ
る
と
、
そ
の
開
通
式

で
桂
太
郎
首
相
（
別
の
公
務
の
た

め
代
理
出
席
）、
平
井
晴
二
郎
鉄

道
院
副
総
裁
が
祝
辞
を
述
べ
て
い

ま
す
。
桂
首
相
は
「
本ほ

ん
ぽ
う邦
最
初
の

螺ら
じ
ょ
う状
線
」（
日
本
で
最
初
の
ル
ー

プ
線=

大
畑
の
ル
ー
プ
線
の
こ

と
）
や
「
北
釧
路
よ
り
南
鹿
児
島

に
至
る
縦
貫
線
を
大
成
」（
肥
薩

線
開
通
で
日
本
縦
貫
鉄
道
網
が
成

立
）
と
、
こ
の
路
線
の
重
要
性
を

述
べ
、
我
が
国
の
歴
史
に
特
記
す

べ
き
事
で
あ
る
こ
と
を
祝
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
会
議
員
や
九
州

各
県
の
知
事
な
ど
総
勢
６
０
０
人

ほ
ど
の
来
賓
も
こ
の
式
典
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

式
典
以
外
に
各
種
出
店
や
祝
賀

会
が
行
わ
れ
、
夜
に
は
桜
島
を
望

み
花
火
を
打
ち
上
げ
て
鉄
道
開
通

を
祝
い
ま
し
た
。
会
場
周
辺
で
は

各
家
庭
に
国
旗
や
造
花
な
ど
を
飾

り
付
け
、
通
り
は
花
の
ト
ン
ネ
ル

の
よ
う
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
街
全
体
で
鉄
道
開
通
を
喜

ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
式
典
出
席
者
の
中
に
は
、

地
元
人
吉
球
磨
か
ら
も
肥
薩
線
建

設
に
尽
力
し
た
渋
谷
礼れ

い

氏
や
当
時

の
人
吉
駅
長
な
ど
も
鉄
道
を
利
用

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
建
設
運

動
を
起
こ
し
、
実
地
調
査
や
路
線

選
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
活
動

を
行
っ
て
き
た
人
吉
球
磨
の
人
々

に
と
っ
て
も
、
肥
薩
線
開
通
は
夢

の
実
現
だ
っ
た
の
で
す
。

　

鹿
児
島
市
に
あ
る
鹿
児
島
ア

リ
ー
ナ
近
く
の
甲こ

う
つ
き突
川が

わ

沿
い
に

は
、
肥
薩
線
開
通
を
記
念
し
鹿
児

島
実
業
新
聞
社
が
建
て
た
石
碑
が

あ
り
ま
す
。
表
面
に
は
第
８
代
鹿

児
島
県
知
事
の
阪
本
釤さ

ん
の
す
け

之
助
の

篆て
ん
こ
く刻
が
施
さ
れ
、
裏
面
に
は
碑
の

建
設
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
て
、
現

在
そ
の
碑
が
建
つ
周
辺
は
桜
の
名

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肥
薩
線
全
線
開
通
は
、
沿
線
住

民
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本

に
と
っ
て
も
未
来
を
切
り
開
く
大

き
な
出
来
事
だ
っ
た
の
で
す
。

鉄
道
開
通
を

待
ち
望
ん
だ
鹿
児
島

肥薩線の全線開通を記念した絵はがき（個人所蔵）

平成25年度平成25年度　市長と語る　市長と語る
ひとよし“かがやき”づくりトークひとよし“かがやき”づくりトーク

開
催
日

対

象

町

内

人
数

７
／
10

下

城

本

町

37
人

７
／
17

西

間

上

町

40
人

７
／
24

合

ノ

原

町

39
人

８
／
1

大

野

町

14
人

８
／
9

北

願

成

寺

町

43
人

８
／
20

上

田

代

町

25
人

８
／
28

上

原

田

町

18
人

９
／
4

七
日
町
・
五
日
町

17
人

９
／
18

鹿
目
町
・
中
神
町
字
段
山

29
人

９
／
26

西

間

下

町

48
人

10
／
３

中
神
町
字
城
本

16
人

10
／
19

東
大
塚
桑
木
津
留

12
人

10
／
31

西
大
塚
町
・
東
大
塚
町

18
人

11
／
６

下

薩

摩

瀬

町

58
人

11
／
14

鶴

田

町

38
人

　

各
会
場
で
出
さ
れ
た
参
加
者
か

ら
の
質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市

長
の
回
答
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。（
Ｑ
↓
参
加
者
か
ら
の
質
問
、

Ａ
↓
市
長
の
回
答
）

Ｑ
中
心
市
街
地
を
も
っ
と
活

性
化
で
き
な
い
か
？

Ａ
鍛
冶
屋
町
の
雰
囲
気
は

変
わ
っ
て
き
た
。
次
は
紺

屋
町
の
雰
囲
気
を
変
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
中

心
市
街
地
の
皆
さ
ん
と
話
し
な
が

ら
国
や
県
の
力
を
借
り
て
中
心
市

街
地
の
再
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
近
代
化
も
い
い
が
、
昔
の
街

並
み
を
復
活
し
た
い
。

Ｑ
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
お

知
ら
せ
が
聞
き
取
り
に
く

い
。
ど
う
に
か
で
き
な
い
の
か
？

Ａ
お
知
ら
せ
は
「
は
っ
き
り

と
、
大
き
な
声
で
、
ゆ
っ

く
り
と
」
話
す
よ
う
に
し
て
い
る

が
、
長
く
話
す
と
分
か
り
づ
ら
く

な
る
よ
う
だ
。
防
災
行
政
無
線
で

何
を
言
っ
た
か
聞
こ
え
な
か
っ
た

と
き
は
市
役
所
へ
電
話
を
し
て
ほ

し
い
。
市
も
よ
り
は
っ
き
り
と
言

う
よ
う
に
し
、
３
回
く
ら
い
繰
り

返
す
な
ど
工
夫
し
な
が
ら
直
し
て

い
く
。

Ｑ
子
ど
も
が
楽
し
め
る
公
園

を
造
れ
な
い
か
？

Ａ
一
昨
年
か
ら
村
山
公
園
の

ア
ヤ
メ
広
場
を
整
備
し
、

中
川
原
の
下
流
に
も
遊
具
を
設
置

し
た
。
土
地
が
な
い
の
で
大
き
な

施
設
は
造
れ
な
い
が
、
石
野
公
園

な
ど
の
機
能
や
施
設
を
見
直
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
市
指
定
ご
み
袋
に
名
前
を

書
か
ず
ご
み
を
出
し
て
あ

る
も
の
や
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご

み
が
多
い
。
売
ら
れ
て
い
る
ご
み

袋
の
包
装
は
、
名
前
を
書
く
欄
が

目
に
つ
き
や
す
い
表
に
く
る
な
ど

工
夫
が
で
き
な
い
の
か
？

Ａ
包
装
の
仕
方
に
つ
い
て
は

研
究
し
た
い
。
み
ん
な
が

気
持
ち
よ
く
住
み
や
す
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に
環
境
基
本
条
例
を

制
定
し
た
。
市
民
み
ん
な
で
美
し

い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
の

で
、
今
後
も
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

参加した感想 人  数 割  合
とても有意義 183人 48.9％
有意義 146人 39.1％
あまり有意義でない ５人 1.3％
よくない ０人 0.0％
その他 ２人 0.5％
未記入 38人 10.2％

合　計 374人 100.0％
参加者：452人（男：247人、女：205人）
アンケート回答者数：374人
アンケート回収率：82.7％

人
吉
市
で
は
、
市
長
と
市
民
の
皆
さ

ん
が
直
接
語
り
合
い
、
市
政
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
市
長
と
語
る　

ひ
と
よ
し
〝
か
が
や
き
〞
づ
く
り
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
町
内
単
位
で
15
回
開
催

し
、
延
べ
４
５
２
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
田
中
市
長
が
２
期
目
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
行
状
況
を
説
明
し
た

あ
と
、
参
加
者
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
質
問
や
、
地
域
の
問
題
点
・
要
望
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市総務課秘書広報係（☎22－2111内線2208）

報告

■■
平
成
25
年
度
開
催
実
績

■■ 参 加 し た 感 想 は？

鹿児島市にある肥薩線全線
開通を記念した石碑
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平
成
21
年
か
ら
熊
本
〜
人
吉
間
を

運
行
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
九
州
の
観
光
列

車
・
Ｓ
Ｌ
人
吉
が
、
６
年
目
の
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。
運
行
初
日
の
３

月
15
日
に
は
、
お
内
裏
さ
ま
や
お
ひ

な
さ
ま
、
甲

か
っ
ち
ゅ
う冑
武
者
な
ど
に
ふ
ん
し

た
大
勢
の
観
光
関
係
者
ら
が
人
吉
駅

の
ホ
ー
ム
で
お
出
迎
え
。
駅
前
広
場

で
は
人
吉
乳
児
保
育
園
の
園
児
に
よ

る
和
太
鼓
の
披
露
や
ひ
と
よ
し
球
磨

青
年
会
議
所
の
お
茶
の
振
る
舞
い
も

あ
り
、
観
光
客
を
も
て
な
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
も
Ｓ
Ｌ
人
吉
は
、
週
末
や
夏

休
み
な
ど
を
中
心
に
11
月
ま
で
運
行

予
定
で
す
。

　

社
会
福
祉
の
向
上
に
特
に
功
績
の

あ
っ
た
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
熊

本
県
社
会
福
祉
功
労
者
お
よ
び
団
体

等
知
事
表
彰
」
の
表
彰
式
が
、
３
月

20
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
人

吉
市
か
ら
は
、
視
覚
障
が
い
の
方
の

た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
広
報
ひ
と

よ
し
な
ど
の
音
声
訳
テ
ー
プ
を
作
っ

て
い
る
「
人
吉
市
音
声
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 

さ
く
ら
の
会
」
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

鶴
上
寛か
ん
じ治
会
長
は
、「
こ
の
活
動

は
、
会
の
先
輩
、
会
員
家
族
の
協
力
、

そ
し
て
待
っ
て
い
る
方
が
い
る
か
ら

続
け
て
こ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ＳＬ人吉を出迎える観光関係者ら

表彰状を手にする鶴上会長と会員のみなさん

　

人
吉
市
の
Ｉ
Ｔ
企
業
・
イ
ク
ス
ト

ラ
イ
ド
株
式
会
社
が
、
３
月
19
日
に

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
１
０
０
台
を
市
内

３
つ
の
中
学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
各
学
校
を
代
表
し

て
赤
池
裕
貴
さ
ん
（
第
一
中
）、
永

岡
珠み

る瑠
さ
ん
（
第
二
中
）、
藤
田
海

斗
さ
ん
（
第
三
中
）
が
出
席
。「
こ

れ
か
ら
の
勉
強
に
活
用
し
た
い
。
大

切
に
し
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
は
、
各
中
学
校
の
生
徒

が
春
休
み
中
に
職
場
体
験
の
一
環
と

し
て
同
社
で
初
期
設
定
を
行
い
、
新

学
期
か
ら
授
業
で
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

贈呈式には各学校の校長先生と生徒が出席した

　

県
内
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
愛
好
者

が
一
同
に
集
う
「
人
吉
ひ
ょ
っ
と
こ

春
祭
り
」
が
３
月
９
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
県
内
初
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
の
祭
典
で
、
メ
ー
ン
の
ふ
る
さ
と

歴
史
の
広
場
に
は
20
団
体
・
約
４
百

人
の
ひ
ょ
っ
と
こ
が
大
集
合
。
同
広

場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
商
店
街

な
ど
４
つ
の
会
場
を
回
り
な
が
ら

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
踊
り
を
披
露
し
、
お

客
さ
ん
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

祭
り
実
行
委
員
会
の
中
村
聖
也
会
長

は
「
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
皆

さ
ん
に
笑
顔
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

腰をくねらせる独特の踊りで笑いを誘うひょっとこ

汽笛を鳴らし今年もやってきた
ＳＬ人吉６年目運行開始

社会福祉に「声」で貢献
社会福祉功労者・団体等知事表彰受賞

ひょうきんな踊りが笑い誘う
人吉ひょっとこ春祭り

日頃の学習に役立てて
ノートパソコン贈呈式

　
「
文
化
財
を
軸
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
、
市
内

で
温
泉
・
宿
泊
施
設
を
経
営
す
る
有

限
会
社
い
わ
い
が
市
歴
史
遺
産
課
に

車
両
１
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
に
人
吉
城
歴
史
館
玄
関

前
で
行
わ
れ
た
受
納
式
で
は
、
有
限

会
社
い
わ
い
の
岩
井
社
長
が
田
中
市

長
に
レ
プ
リ
カ
キ
ー
を
手
渡
し
さ
れ

ま
し
た
。
寄
贈
車
両
は
四
駆
の
軽
貨

物
車
で
相
良
７
０
０
年
の
歴
史
の
魅

力
を
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
文

化
財
保
護
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
、
側
面
に
は
「
歩
こ
う 

探
そ
う 

城
下
町
ひ
と
よ
し
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

岩井社長（右から 2番目）と寄贈された車両

　

県
境
を
越
え
て
交
流
を
行
っ
て
い

る
宮
崎
県
小
林
市
と
人
吉
市
が
、
３

月
18
日
に
「
災
害
時
等
の
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

小
林
市
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に

は
、
田
中
市
長
と
小
林
市
の
肥
後
市

長
が
出
席
。
式
で
肥
後
小
林
市
長
は

「
今
回
の
締
結
を
縁
と
し
て
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
」。
田
中
市
長
も

「
万
が
一
の
と
き
に
は
全
力
で
応
援

す
る
。
こ
れ
を
機
に
、文
化
、ス
ポ
ー

ツ
な
ど
新
た
な
交
流
を
出
発
さ
せ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
食
料
や
飲
料
水
、

被
災
者
受
け
入
れ
施
設
を
提
供
す
る

な
ど
相
互
応
援
を
し
ま
す
。

調印式で握手を交わす肥後小林市長と田中市長

文化財の保護と活用のために
寄贈車両受納式

万が一のときはお互い応援！
災害時等の相互応援に関する協定書調印式

　

今
年
も
２
月
１
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
「
人
吉
球
磨
は
、ひ
な
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
観
光

客
を
お
出
迎
え
す
る
人
間
び
な
の
募

集
や
、
豪
華
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
協
賛
施
設
で
女

性
だ
け
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
な

ど
初
め
て
の
企
画
も
好
評
。

　

週
末
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
、
３
月
16
日
の
「
着

物
ぶ
ら
り
歩
き
」
で
は
地
元
の
高
校

を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
男
女
６
人
が

ふ
ん
す
る
舞
妓
さ
ん
と
男
衆
が
登

場
。
商
店
街
を
練
り
歩
き
、
写
真
撮

影
に
笑
顔
で
応
じ
な
が
ら
通
り
を
華

や
か
に
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

九日町「おひな庵」でのおもてなし３月９日には城見庭園で牛深ハイヤと物産展を開催

女性が主役の催し多彩　人吉球磨は、ひなまつり

着物ぶらり歩きではお茶の振る舞いも
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検診車

医療機関 電話番号 医療機関　 電話番号
あいだ診療所 ☎ 25-1651 堤病院 ☎ 22-0200
愛甲産婦人科ひふ科医院 ☎ 22-4020 堤病院付属九日町診療所 ☎ 22-2251
伊津野医院 ☎ 22-3066 手塚病院 ☎ 22-5271
岡医院 ☎ 22-3371 外山胃腸病院 ☎ 22-3221
願成寺ごんどう医院 ☎ 22-4700 とやまクリニック胃腸科肛門科 ☎ 28-3375
球磨病院 ☎ 22-3121 外山内科 ☎ 22-2021
河野産婦人科医院 ☎ 24-3838 浜田医院 ☎ 22-3415
小林脳神経外科病院 ☎ 24-8331 ひとよし内科 ☎ 24-1211
しらおく内科クリニック ☎ 25-1550 人吉中央温泉病院 ☎ 24-2854
瀬戸産婦人科医院 ☎ 23-2137 人吉リハビリテーション病院 ☎ 24-6111
高浜内科医院 ☎ 24-3121 万江病院 ☎ 22-2357
たかみや医院 ☎ 24-5611 光永医院 ☎ 22-2366
田中医院 ☎ 24-6127 みのだ内科循環器科 ☎ 28-3111
田中クリニック ☎ 22-7222 やまぐちマタニティ ☎ 24-2738
辻胃腸科心療内科 ☎ 24-2777 ー ー
※医療機関によって受診できる検診内容が異なります。事前にご確認ください。

期　日 会　場 対象地区

４月 23日（水） 保健センター 蓑野町、古仏頂町、木地屋町、東大塚町、西大塚町、田野町、矢岳町

４月 24日（木） 保健センター 蟹作町、赤池原町、赤池水無町、七地町、上新町、下新町、南願成寺町

４月 25日（金） 中原コミセン 中神町字馬場・段・城本・大柿、上原田町全域、下原田町字堀・嵯峨里・西門・
羽田・上野

４月 26日（土） 中原コミセン 下原田町字荒毛・瓜生田
４月 27日（日） 中原コミセン 上林町、中林町、下林町、温泉町
４月 28日（月） 勤労青少年ホーム 北願成寺町
４月 29日（火） 保健センター 鬼木町
４月 30日（水） 保健センター 瓦屋町　

5月 21日（水） 保健センター 七日町、五日町、九日町、二日町、大工町、鍛冶屋町、紺屋町、土手町、
灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、田町、上原町

5月 22日（木） 保健センター 西間下町、浪床町、麓町、原城町、富ヶ尾町、中城町 

５月 23日（金） 大畑コミセン 東漆田町、上漆田町、下漆田町、上田代町、下田代町、大畑町、大畑麓町、
大野町

５月 24日（土） 保健センター 上青井町、中青井町、下青井町、城本町、北泉田町、南泉田町
５月 25日（日） 保健センター 西間上町、東間上町、東間下町
５月 26日（月） 西瀬コミセン 宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町

５月 27日（火） 西瀬コミセン 矢黒町、上永野町、下永野町、上戸越町 、下戸越町、鹿目町、中神町字小柿・
段山

５月 28日（水） 保健センター 鶴田町、駒井田町、合ノ原町、井ノ口町
※１日当たりの検診できる人数に限りがありますので、対象地区以外の日程で調整させていただく場合があります。

校　区 東 西 東　間 西　瀬 中　原 大　畑 合　計
対象者（人） 1,687 1,380 1,176 1,149 1,348 409 7,149

受診申込者（人） 632 495 500 425 544 153 2,749
受診申込率 37.46％ 35.87％ 42.52％ 36.99％ 40.36％ 37.41％ 38.45％

３月３日現在の特定健診受診申込率

申し込みは随時受け付けています。電話での申し込みや申込書の再発行もできます。詳しくはお尋ねください。
※75歳以上（一部65歳以上）の方の後期高齢者健診は９月からです。※職場健診の方は職場での健診を受診
しましょう。
申込・問合せ　市保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

受付時間：午前７時30分～ 11時

基本健診

健診の種類 内　容
個人負担金

課税世帯 非課税世帯・70歳以上
ヤング健診

（検診車のみ） 身体測定、検尿、
血圧、血液検査など 1,600 円 800 円

特定健診

＋
追加検診

健診の種類 内　容

個人負担金
課税世帯 非課税世帯・70歳以上

病　院 検診車 病　院 検診車

肝炎ウイルス検査 血液検査 1,200 円 800 円 400 円 300 円

胸部レントゲン Ｘ線撮影 600 円 600 円 200 円 200 円

胃がん検診
胃カメラ 3,500 円 ー 1,200 円 ー

胃透視（バリウム） 2,800 円 1,600 円 1,000 円 600 円

腹部超音波検診 上腹部超音波検査 1,100 円 1,100 円 400 円 400 円

大腸がん検診 便潜血（検便） 500 円 500 円 200 円 200 円

前立腺がん検診
血液検査 700 円 600 円 300 円 200 円

血液検査＋直腸診 1,000 円 ー 400 円 ー

乳がん検診

乳房超音波検診
（30～ 39歳、40歳以上

の奇数年齢）
1,100 円

11 月実施

400 円

11 月実施マンモグラフィ検診
（40歳以上の偶数年齢） 2,300 円 800 円

子宮頸
けい

がん検診 頸部細胞診
（20歳以上の偶数年齢） 1,800 円 600 円

※検診車での婦人科検診（乳房超音波検診・マンモグラフィ検診・子宮頸がん検診）は、11月に実施予定です。

医療
機関

19 ～ 74歳の方の市民健診が始まります。
市民健診の申し込みはお済みですか？受 診 期 間：４月１日㈫～８月30日㈯　

婦人科検診 ：７月１日㈫～ 12月27日㈯

市民健診問診票を
郵送します。 ⇒

●検診車受診を
　申し込んだ方

受診票記載の日時に会場へお越しください。指定日の都合が
悪い方は、日程表の中で都合のいい日にお越しください。

●医療機関受診を
　申し込んだ方

医療機関に電話で受診予約をしてから健診を受けてください。
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情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22－２１１１
カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
の
４
月

支
払
い
分
は
４
月
11
日
㈮

　

４
月
支
払
い
分
（
平
成
25
年
12

月
〜
平
成
26
年
３
月
分
）
の
児
童

扶
養
手
当
は
、
４
月
11
日
㈮
に
指

定
の
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方

に
は
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。
至

急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
16
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

紅
取
交
流
サ
ロ
ン
（
中
神

町
大
柿
１
０
５
番
地
３
）

テ
ー
マ　

散
歩
「
春
が
来
た
」
※

防
寒
着
と
飲
み
物
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　市では、社会の変化に合わせた下水道計画の見直
しを行っています。宅地化が見込めない区域を削除
するなど、下水道排水区域の廃止・追加を行った下
水道計画の変更案を作成しましたので、案を公開し
市民の皆さんからの意見を募集します。

対
象　

お
お
む
ね
3
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

９
５
６
６
）

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
説
明
会

　

九
州
自
動
車
道
と
国
道
２
１
９

号
が
交
差
す
る
北
西
側
に
建
設
を

計
画
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
計
画
案
を

作
成
し
ま
し
た
。
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
12
日
㈯

時
間　

午
後
７
時
〜

場
所　

東
間
コ
ミ
セ
ン

問
合
せ　

市
都
市
計
画
課
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
準
備

室

第
１
回
期
間
公
売
会

期
間　

４
月
14
日
㈪
〜
16
日
㈬

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

市
納
税
課
窓
口
（
市
役
所

本
庁
舎
１
階
⑧
番
窓
口
）

※
グ
ラ
ス
、
大
皿
な
ど
を
出
品
予

定
で
す
。

※
滞
納
税
を
公
売
前
に
完
納
さ
れ

た
場
合
に
は
、
該
当
物
件
の
公
売

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
納
税
課
納
税
係

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を

行
い
ま
す

　

市
税
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え

た
動
産
を
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！　

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
公
売
し
ま
す
。
公
売
の
売
却
代

金
は
滞
納
市
税
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

参
加
申
込　

４
月
14
日
㈪
午
後
１

時
〜
30
日
㈬
午
後
11
時

入
札
実
施
（
せ
り
売
り
方
式
）

５
月
９
日
㈮
午
後
１
時
〜
11
日
㈰

午
後
11
時

※
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
公
売

物
件
ご
と
に
参
加
申
込
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
滞
納
税
が
公
売
前
に
完
納
さ
れ

た
場
合
に
は
、
該
当
物
件
の
公
売

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
納
税
課
納
税
係

変更される区域
排水区域の廃止　上林町字村山、下城本町字平田、
城本町字鷹木・城本、瓦屋町字尾原、鬼木町字血気ヶ
峯・前平・塩井川・梢山、願成寺町字上ノ寺・ 屋、
麓町、中城町、上原町、富ヶ尾町の各一部
排水区域の追加　東間下町字米山、願成寺町字梢原・
一二三ヶ迫の各一部

公開・提出場所　市下水道課
公開期間　４月７日 (月 )～ 21日 (月 )　
　　　　　午前８時 30分～午後５時 15分
　　　　　（土・日曜、祝日を除く）　
募集期間　４月 10日 (木 )～ 24 日 ( 木 )
　　　　　※消印有効
提出方法　住所、氏名、意見を明記し、直接提出す
　　　　　るか郵送・ファクスで提出してください。
問 合 せ　市下水道課事業係　〒８６８-００８５
　　　　　中神町字城本１３４５－１
　　　　　☎２２－２１１１(内線６１２３）
　　　　　FAX２４－５９２９

下水道計画の変更に対する意見を募集します

平成 25年度

明るい選挙啓発作品コンクール　作品・受賞者紹介
　明るい選挙啓発作品コンクール受賞者の表彰が１月 31日に県庁で行われ、本市から熊本県選挙管理委員会委員長
賞に１人、熊本県明るい選挙推進協議会優秀賞に２人が選ばれました。また、人吉市明るい選挙推進協議会会長賞に
は９人が選ばれました。
　委員長賞・優秀賞受賞者の作品と、本市会長賞の受賞者氏名を紹介します。（敬称略。学校名・学年は３月末現在）

◆習字
平
ひらせ

瀬 太
たい ち

知（東間小３年）　　井
いのうえ

上 あつ矢
や

（西瀬小４年）　　宮
みやかわ

川 智
ち ほ

帆（人吉東小５年）　　德
とくずみ

澄　晶
あきら

（人吉東小６年）
西
にし

　 康
こうせい

成（第二中１年）　　杉
すぎもと

本 莉
り の

望（第三中２年） 　       鬼
おにがはら

ヶ原 百
もも か

花（第一中３年）
◆ポスター
宮
みやかわ

川 智
ち ほ

帆（人吉東小５年）　永
ながた

田　 明
あかり

（人吉東小６年）　　　

熊本県選挙管理委員会委員長賞

人吉東小６年　永
ながた

田　明
あかり

人吉市明るい選挙推進協議会会長賞

熊本県明るい選挙推進協議会優秀賞

人吉東小６年　德
とくずみ

澄　晶
あきら

第一中３年　鬼
おにがはら

ヶ原 百
もも か

花

問合せ　選挙管理委員会事務局（市自治振興課内 ☎２２－２１１１内線２２２６)

後期高齢者医療からのお知らせ
※後期高齢者医療制度の対象は、75歳以上の方（一部 65歳以上の方）です。

　○平成 26・27年度の保険料率が決定しました。
　　後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに見直されています。
　　【平成 26・27年度保険料率】
　　　均等割額＝ 47,900 円　　　所得割率＝ 9.26％
　　　※平成 24・25年度の保険料率と同じです。

　○平成 26年度は保険料軽減対象者が拡大します。
　　保険料の軽減を受けられる方の範囲が拡大されます。所得が低い方や被用者保険（協会けんぽ、健保組合、
　　共済組合などの社会保険）加入者に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されます。
　　　（例）保険料均等割額の５割軽減対象世帯

総 所 得 金 額 等
変更前 「基礎控除額 33万円＋（24.5 万円×被保険者《※世帯主を除く》）」を超えない世帯

変更後
「基礎控除額 33万円＋（24.5 万円×被保険者数）」を超えない世帯
※一人世帯も軽減の対象となります。

　
　○保険料の限度額が引き上げられます。
　　所得が特に多い方の保険料の上限額が、年額 55万円から 57万円に引き上げられます。

問合せ　市保険年金課後期高齢者医療係（☎２２－２１１１内線１２２５）　　
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４
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈫
広
報
配
布
、市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

２
㈬

３
㈭

4
㈮

５
㈯
海
棠
ま
つ
り
（
石
水
寺
）

６
㈰
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
人
吉
日
本
舞
踊
協

会
公
演
（
CP
）

７
㈪
春
の
交
通
安
全
運
動
出
発
式
（
ふ

る
さ
と
歴
史
の
広
場
）

８
㈫

９
㈬
市
内
小
・
中
学
校
入
学
式

10
㈭

11
㈮
外
尾
悦
郎
氏
講
演
会
（
CP
）

12
㈯
民
謡
民
舞
九
州
地
区
大
会
（
CP
、

〜
13
日
）

13
㈰
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
倫
理
塾
（
東
西

コ
ミ
セ
ン
）

14
㈪

15
㈫
広
報
配
布

16
㈬

17
㈭

18
㈮
戦
没
者
追
悼
式
（
CP
）

19
㈯

20
㈰

21
㈪

22
㈫

23
㈬

24
㈭

25
㈮

26
㈯
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
（
球

磨
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
、〜
27
日
）

27
㈰

28
㈪

29
㈫

30
㈪

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

商
売
繁
盛
福
俵
か
つ
ぎ
競
争

参
加
者
募
集

「
こ
ど
も
の
日
」
は

石
野
公
園
こ
ど
も
ま
つ
り
！

　

日
本
百
名
城
人
吉
お
城
ま
つ
り

の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
、
俵
を
バ
ト

ン
代
わ
り
に
リ
レ
ー
す
る
「
福
俵

か
つ
ぎ
競
争
」
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？

期
日　

５
月
３
日
㈯

参
加
対
象　

高
校
生
以
上

募
集
チ
ー
ム
数　

男
性
の
部
、
女

講
座
・
教
室

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士

試
験
対
策
講
座

期
間　

７
〜
10
月
の
土
曜
日
（
10

日
間
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
↑

募　
　

集

催 

し 

物

　

こ
ど
も
の
日
の
石
野
公
園
は
無

料
参
加
の
ゲ
ー
ム
大
会
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
い
っ
ぱ
い
参
加
し
て
景

品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。
期
間

限
定
の
工
芸
体
験
も
あ
り
ま
す
。

期
日　

５
月
５
日
㈪
※
少
雨
決
行

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

試　
　

験

【
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）】

対
象
者　

大
卒
（
見
込
み
含
む
）

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

※
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満

【
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
科
）】

対
象
者　

歯
科
幹
部
候
補
生
＝
大

卒
（
見
込
み
含
む
）
20
歳
以
上
30

歳
未
満
の
方

薬
剤
科
幹
部
候
補
生
＝
大
卒
（
見

込
み
含
む
）
20
歳
以
上
28
歳
未
満

の
方

受
付
締
切　

４
月
26
日
㈯

試
験
日　

５
月
11
日
㈰

※
県
外
在
住
の
方
も
受
験
可

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
人
吉
地
域
事
務
所
（
☎
㉒

４
７
０
４
）

幹
部
自
衛
官
採
用
試
験

税
・
料
金

納
税
課
窓
口

日
曜
日
も
開
庁
中
！

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

な
ど
を
申
請
で
き
る

期
間
が
拡
大
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
る
期
間
は
、

こ
れ
ま
で
１
年
間
で
し
た
。
４
月

か
ら
、
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ

月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
・

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
申

請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、平
成
23
年
度
分
、

平
成
24
年
度
分
に
つ
い
て
、
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５
‐
３
５
‐
６
１
２
３
）、

市
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係

　人吉市老人クラブでは、会員を募集し
ています。入会希望の方や興味のある方
はお住まいの町内の老人クラブ代表者に
お気軽にお問い合わせください。
対象者　市内に在住のおおむね60歳以
上の方
会員になったら何かいいことあるの？
①地域に新しい仲間ができます。
②健康の保持・増進になります。
③知識や経験を生かし、新しい能力の発
　揮ができます。
④社会活動への参画と貢献ができます。
⑤心の安らぎ、充実感が得られます。
問合せ　市老人クラブ連合会事務局（老
人福祉センター（☎２３－３９２７）、
市高齢者支援課高齢福祉係(内線1231）

あなたも老人クラブ活動に
参加しませんか？

生
ご
み
処
理
容
器
・
処
理

機
購
入
を
補
助
し
ま
す

資
源
ご
み
（
布
類
）
の

対
象
品
目
が
広
が
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
革
・
毛
糸
・
羽
毛

製
品
は
「
燃
え
る
ご
み
」
で
し
た

が
、「
資
源
ご
み
」
と
し
て
出
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
指
定
資

源
ご
み
袋
の
価
格
は
指
定
可
燃
ご

み
袋
に
比
べ
て
４
割
安
く
、
資
源

ご
み
に
分
別
す
る
こ
と
は
お
得
で

す
。
お
得
な
ご
み
減
量
に
取
り
組

■
生
ご
み
処
理
容
器

補
助
額　

購
入
価
格
の
２
分
の
１

限
度
額　

３
千
円

基
数　

１
世
帯
２
基
ま
で

■
生
ご
み
処
理
機
（
電
気
式
）

補
助
額　

購
入
価
格
の
２
分
の
１

限
度
額　

３
万
円

基
数　

１
世
帯
１
基

※
補
助
額
は
、
百
円
未
満
は
切
り

捨
て
で
算
出
し
ま
す
。

※
補
助
金
額
を
差
し
引
い
た
価
格

で
購
入
で
き
る
販
売
店
も
あ
り
ま

す
。
対
象
販
売
店
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

市
環
境
課
に
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
額
が
無
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。
申
請
は
お
早
め
に
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係

み
ま
し
ょ
う
。

■
資
源
ご
み
で
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の

革
製
品
…
…
革
の
ズ
ボ
ン
・
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
な
ど

毛
糸
製
品
…
…
セ
ー
タ
ー
、
マ
フ

ラ
ー
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
な
ど

羽
毛
製
品
…
…
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
、
ダ
ウ
ン
コ
ー
ト
な
ど

出
し
方　

洗
濯
し
て
指
定
資
源
ご

み
袋
（
緑
色
の
文
字
）
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
資
源
ご
み
で
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の

　

油
汚
れ
し
て
い
る
も
の
、
雨

ガ
ッ
パ
な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
製
品
、

ぬ
い
ぐ
る
み
・
布
団
・
枕
な
ど
の

わ
た
製
品
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
燃

え
る
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係

性
の
部
そ
れ
ぞ
れ
15
チ
ー
ム
（
先

着
順
）

チ
ー
ム
構
成　

１
チ
ー
ム
選
手
４

人
、補
員
１
人
以
内（
高
校
生
チ
ー

ム
の
場
合
、
保
護
者
の
承
諾
が
必

要
で
す
）

申
込
方
法　

事
務
局
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

募
集
締
切　

４
月
18
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

日
本
百
名
城
人
吉
お
城

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市

観
光
振
興
課
内
）

場
所　

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
石

野
公
園

入
園
料　

無
料

内
容　

陶
器
の
こ
い
の
ぼ
り
制
作

体
験
、
折
り
紙
教
室
、
豪
華
商
品

争
奪
大
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
各
種

ゲ
ー
ム
大
会
、
出
店
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

問
合
せ　

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

石
野
公
園
（
☎
㉒
６
７
０
０
）

ワ
ラ
ビ
狩
り
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

　

田
野
町
で
は
毎
年
、
野
焼
き
を

行
っ
た
後
に
田
野
高
原
を
開
放
し

て
い
て
、
山
菜
収
穫
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
族
や
仲
間
と
一

緒
に
、
春
を
感
じ
な
が
ら
ワ
ラ
ビ

狩
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日　

４
月
20
日
㈰
〜
５
月
31
日

㈯時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
５
時

場
所　

田
野
町　

美み

晴は
る

山や
ま

料
金　
（
入
山
料
）
大
人
４
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料

問
合
せ　

田
野
町
内
会
長
・
元
田       

宗
治
さ
ん
（
☎
㉙
０
１
２
６
）

※
野
焼
き
を
し
て
あ
る
の
で
マ
ダ

ニ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。袋
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
者

養
成
講
座

　

聴
覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加
と

自
立
を
促
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
を
行
う
手
話
通
訳
者
・
要

約
筆
記
者
の
養
成
講
座
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

【
入
門
課
程
】

期
間　

４
月
23
日
㈬
〜
７
月
30
日

㈬
の
毎
週
水
曜
日
（
全
15
回
）

募
集
人
員　

30
人

【
基
礎
課
程
】　

期
間　

９
月
３
日
㈬
〜
平
成
27
年

３
月
25
日
㈬
の
水
曜
日（
全
26
回
）

募
集
人
員　

20
人

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

受
講
資
格　

高
卒
以
上
の
学
力
が

あ
り
、
手
話
通
訳
活
動
を
目
指
す

方
。※「
基
礎
課
程
」の
受
講
は「
入

門
課
程
」
を
履
修
さ
れ
た
方
に
限

り
ま
す
。

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
７
千
円
程
度
必
要
）

申
込
方
法　

当
日
会
場
で
テ
キ
ス

ト
代
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　

要
約
筆
記
と
は
、「
手
話
が
分

か
ら
な
い
」、「
手
話
よ
り
文
字
情

報
を
望
む
」
と
い
う
聴
覚
障
が
い

者
に
対
し
て
、
書
い
た
り
パ
ソ
コ

ン
で
情
報
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と

で
す
。

期
間　

５
月
１
日
㈭
〜
10
月
30
日

㈭
の
木
曜
日　
（
全
21
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

熊
本
県
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
東
区
長
嶺
）

受
講
資
格　

高
卒
以
上
の
学
力
が

あ
り
、
要
約
筆
記
活
動
を
目
指
す

方受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
約
３
千
円
別
途
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

４
月
20
日
㈰

申
込
・
問
合
せ　

財
団
法
人
熊
本

県
ろ
う
者
福
祉
協
会
（
☎
０
９
６

‐
３
８
３
‐
５
５
８
７
）

開
庁
す
る
日
曜
日

【
４
月
】
13
日
、
20
日
、
27
日

【
５
月
】
11
日
、
18
日
、
25
日

開
庁
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

募
集
人
員　

20
人
程
度

申
込
期
限　

４
月
28
日
㈪
※
先
着

順受
講
料　

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）
※
実
地
試
験
対
策
の
み
受

講
の
場
合
は
５
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
別
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒

２
４
７
５
）

時
（
庁
舎
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
）

取
り
扱
い
業
務　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
・
入
湯
税
・
法
人
市
民
税
の
納

付
、
納
税
証
明
の
発
行
、
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
・
下
水
道
受

益
者
負
担
金
の
納
付
、
市
営
住
宅

家
賃
の
納
付

問
合
せ　

市
納
税
課
納
税
係
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Ｐ

Ｐ

人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１内線1215・1216

Consumption life center

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
総務課秘書広報係
（☎ 22‒2111 内線 2208）
Eメール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

３歳までの子どもの写真募集中！

問 図書館　☎２４‒３５１８

市歴史遺産課（☎２２－２３２４）

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合は、その翌日）、年末年始
（12月29日～１月３日）

市
役
所
職
員
を
名
乗
る
不
審
な

電
話
や
訪
問
に
ご
注
意
！

返却ボックス
設置箇所

３歳までの子どもの写真募集中！

通
路

連絡先を忘れずに

鈴木 おさむ
／角川書店

美幸

著者・谷川 俊太郎
絵・松本 大洋

／東京糸井重里事務所

かないくん

新
刊
案
内 (

３
月
の
新
刊
か
ら)

児童

一般

　

学
校
で
執し
つ
よ
う拗
な
い
じ
め
に
遭

い
、
絶
望
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
ゆ
が
ん
だ
一
人
遊
び
を
作
り

出
し
た
美
幸
。
彼
女
が
全
て
を

投
げ
出
し
た
「
無
償
の
愛
」
の

行
方
…
…
そ
し
て
心
震
え
る
意

外
な
結
末
と
は
…
…
。
主
人
公

の
視
点
で
語
ら
れ
る
純
粋
な
愛

の
物
語
で
す
。

　

友
達
の
か
な
い
く
ん
が
学
校

を
休
ん
だ
こ
と
か
ら
物
語
は
始

ま
る
。
か
な
い
く
ん
は
教
室
で

隣
の
席
の
子
。
親
友
で
は
な
く

普
通
の
友
達
。
そ
し
て
突
然
訪

れ
る
か
な
い
く
ん
の
死
。「
死

ぬ
っ
て
い
な
く
な
る
だ
け
の
こ

と
？
」
悲
し
さ
と
優
し
さ
が
交

錯
す
る
や
さ
し
い
絵
本
で
す
。

４月の休館日
７日、14日、21日、28日

【
事
例
１
】

　
「
市
役
所
○
○
課
の
者
で
す
。
過
去
の

還
付
金
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
く
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
電
話
が
突
然
か
か
っ
て
き

た
。　

　

市
役
所
は
、
お
金
を
還
付
す
る
場
合
、

突
然
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
案
内
し
た
り
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
操
作
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
長
話
を
せ
ず
、
い
っ
た
ん
電
話
を

切
り
、
市
役
所
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
２
】

　
「
市
役
所
の
生
活
・
防
犯
担
当
課
の
者

で
す
。
最
近
空
き
巣
が
多
い
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
は
何
人
で
す
か
？

戸
締
り
を
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
電
話
が
突
然
か
か
っ
て
き
た
。

　

市
役
所
は
手
続
き
や
統
計
調
査
に
つ
い

て
、
事
前
の
お
知
ら
せ
な
し
に
突
然
電
話

で
家
族
構
成
な
ど
を
尋
ね
る
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
長
話
を
せ
ず
、
自
分
の
個

人
情
報
を
相
手
に
話
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
行
政
機
関
の
職
員
を
名

乗
る
人
物
の
訪
問
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
対
応
方
法
】

○
長
話
を
し
な
い
。

○
相
手
の
話
に
乗
っ
て
、
自
分
の
年
齢
や

家
族
構
成
を
話
さ
な
い
。

○
所
属
や
連
絡
先
を
聞
き
、
相
手
を
き
ち

ん
と
確
認
す
る
。

　

留
守
番
電
話
機
能
が
つ
い
た
電
話
で
あ

れ
ば
、
常
に
留
守
番
電
話
に
設
定
し
て
お

き
、
相
手
を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に
出
る

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

閉
館
後
と
休
館
日
の

本
の
返
却
は
返
却
ボ
ッ
ク
ス
へ

　

図
書
館
閉
館
後
と
休
館
日
の
本

の
返
却
用
に
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
棟

正
面
玄
関
横
で
す
。
本
の
返
却
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
視
聴

覚
資
料
は
、
破
損
す
る
場
合
が
あ

る
の
で
返
却
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。
開
館
時
間
中
に
図

書
館
窓
口
で
返
却
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
返
却
ボ
ッ
ク
ス
設
置
時
間

　

図
書
館
閉
館
後
か
ら
翌
日
の
開

館
時
刻
ま
で
と
休
館
日
（
年
末
・

年
始
を
除
く
）

←ホール棟 コミュニティ棟
ス
ロ
ー
プ

玄　

関

車道
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市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

春
は
や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
ね
。
な
ん

と
い
っ
て
も
日
に
日
に
暖
か
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
蝋ろ
う
ば
い梅
、タ
ン
ポ
ポ
、梅
、桃
、

桜
、
木
蓮
と
咲
き
、
路
傍
や
土
手
に
は
、

土つ
く
し筆
が
顔
を
出
し
、
ス
ミ
レ
が
愛
ら
し

く
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
く
東
京
に
出
張
し
ま
す
が
、
６
大

都
市
の
中
で
東
京
が
一
番
緑
に
あ
ふ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
花

を
つ
け
る
木
々
や
花
壇
は
少
な
い
よ
う

で
、
高
層
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち

並
ん
で
い
る
環
境
で
は
、
無
理
も
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
人
吉

の
家
々
に
は
庭
や
生
け
垣
が
施
さ
れ
、

木
々
や
花
々
の
表
情
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
何
よ
り
四
季
の
移
ろ

い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

だ
け
で
も
都
会
に
は
な
い
田
舎
の
幸
せ

な
気
分
に
浸
れ
ま
す
ね
。

　

４
月
は
転
出
転
入
の
時
期
で
す
。
そ

の
あ
い
さ
つ
に
多
く
の
人
が
市
長
室
を

訪
ね
ら
れ
ま
す
。
特
に
家
族
連
れ
で
人

吉
に
赴
任
し
、３
年
ほ
ど
の
勤
務
の
後
、

都
会
に
転
出
さ
れ
て
い
く
方
々
が
異
口

同
音
に
話
さ
れ
る
こ
と
は
、
人
吉
の
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。「
子
ど
も
と

川
遊
び
が
で
き
る
し
、
ホ
タ
ル
の
乱

舞
も
す
ご
い
。
気
軽
に
釣
り
に
も
行
け

る
。
牛
に
餌
を
や
る
体
験
な
ん
て
都
会

で
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
」
と
話
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
絶
賛
し
て
誰
も
が
褒
め

る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
あ
い

さ
つ
で
す
。
そ
の
た
び
に
誇
ら
し
い
気

持
ち
に
な
っ
て
、「
じ
ゃ
っ
、
じ
ゃ
っ
」

と
、
う
な
ず
い
て
い
ま
す
。

実施校区 東間校区 東校区 中原校区 西瀬校区 西校区 大畑 ･矢岳校区

集合場所 東間小学校 東小学校

4～ 8月
中原コミセン

西瀬コミセン

奇数月
村山公園あやめ広場

大畑コミセン
9～ 10月

大柿集落センター
偶数月

東西コミセン

問合せ 東間コミセン
（☎ 24-3381）

東西コミセン
（☎ 28-3230）

中原コミセン
（☎ 24-1764）

西瀬コミセン
（☎ 22-6934）

東西コミセン
（☎ 28-3230）

大畑コミセン
（☎ 23-0830）

受　付 午前 7時 10分～ 午前 6時 40分～ 午前 7時 10分～ 午前 6時 40分～
スタート 午前 7時 30分 午前 7時 午前 7時 30分 午前 7時
4 月 ５日 12日 19日 26 日 ー
5 月 ー 10日 17日 24 日
6 月 ７日 14日 21日 28 日 ー
7 月 ５日 12日 19日 26 日
8 月 ２日 ９日 16日 23日 ー
9 月 ６日 13日 20日  27 日
10 月 ４日 11日 18日 25 日 ー

※ は歴史探訪ウォーキング大会です。
※全校区とも保険をかけますので、必ず受け付けをしてください。
※小学生以下は、保護者同伴で参加してください。
※お住まいの校区に関わらず参加できます。どのコースも徒歩時間は約 1時間です。水筒などは各自で準備してください。
※健康とポイントをあわせてゲット !!    ウォーキングに参加するときじ馬スタンプ（３ポイント）がたまります。

平成26年４～10月ウォーキングデーのご案内
土曜日はウォーキングデー！　あなたも友だちや家族を誘って参加しませんか？

利用料金 １人目 ２人目以降
平日の午前７時～午後８時 600円/１時間 300円/１時間

上記以外 700円/１時間 350円/１時間
病後児（平日の午前
９時～午後６時） 900円/１時間 複数の預かりは

できません
※送迎や食事を伴う場合は別途料金が必要です。料金は依頼会
員が協力会員に直接支払います。

協力会員…子どもの預かりができる方
市内に在住し、自宅で子どもを預かれる方で、心身と

もに健康で子どもが好きな方
※登録の時に基礎講座を受講していただきます。
依頼会員…子どもを預けたい方
　市内に在住または勤務している方で、原則として、生
後６カ月から小学６年生までのお子さんをお持ちの方
両方会員…協力会員、依頼会員の両方をできる方

「こんな育児のお手伝いをしています」
●保育施設までの送迎●保育施設の開始前や終了後の
預かり●学校の放課後や学童保育終了後の預かり●冠
婚葬祭や兄弟姉妹の学校行事時の預かり●買い物や外
出時の預かり

■問合せ　ファミリーサポートセンターひとよし（市社会福祉協議会内）☎２４－９１９２

ファミリー
サポートセンター

依頼会員
（援助を受けたい人）

協力会員
（援助を行いたい人）

①
援
助
の
依

頼

④
連
絡

②協

力
の
依
頼

③回
答
  ⑧
報
告

⑥子どもの預かり

⑦料金の支払い

ファミリーサポートセンターひとよし　会員募集中！
　ファミリーサポートセンターとは、子育ての「手助けが必要な方」と「手助けをしたい方」が相互援助を行う
会員組織です。

⑤事前打ち合わせ

※上記以外でもお気軽にご相談ください。
※万一の事故に備え、センターで一括して保険に加入します。
※病後児は預かりができない場合があります。
※病中（病気回復に至らない）の場合はお預かりできません。

３月から運行を開始した、く
ま川鉄道の観光列車「田園シ
ンフォニー」。客室乗務員は、
それぞれのキャラクターを生
かしたおもてなしをしていく
そうです。

田園シンフォニーの客室乗務員

　

く
ま
川
鉄
道
の
新
型
車
両

「
田
園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
が

走
り
始
め
ま
し
た
。
取
材
に

行
く
と
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
は

も
ち
ろ
ん
、
鉄
道
雑
誌
や
マ

ニ
ア
の
方
（
？
）
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
が
。
地
元
以
外

か
ら
も
大
注
目
の
列
車
で
し

た
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
が
、

く
ま
川
鉄
道
は
赤
字
経
営
が

続
い
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン

を
手
掛
け
た
水
戸
岡
鋭
治
さ

ん
が
「
ま
ず
は
地
元
の
人
に

乗
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
、
ま
ず
は
地

元
の
私
た
ち
が
利
用
し
て
、

す
て
き
な
ロ
ー
カ
ル
線
・
く

ま
川
鉄
道
を
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

編
集
室
か
ら

編
集
後
記

◎あて先
〒868‒8601
人吉市麓町16番地
総務課秘書広報係　　まで
Eメール 
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp
※住所、氏名（ペンネーム可）、

年齢、性別を記入してください。

３
月
15
日
、観
光
列
車
「
田

園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
が

発
車
し
ま
し
た
。
車
内
は
心
地

良
い
木
の
香
り
。
私
た
ち
家
族

は
も
ち
ろ
ん
、
乗
客
み
ん
な
が

こ
れ
か
ら
の
旅
に
向
け
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
に
は
た
く
さ
ん
の
見

送
る
人
た
ち
。
乗
客
も
み
ん
な

笑
顔
で
手
を
振
り
い
ざ
出
発
！

ま
も
な
く
、
こ
の
日
特
別
に
行

わ
れ
た
チ
ェ
ロ
の
生
演
奏
が
始

ま
り
優
雅
な
気
分
に
♪
川
の
上

を
通
る
時
に
は
運
転
ス
ピ
ー
ド

が
ゆ
っ
く
り
に
な
り
「
泳
ぐ
鮎

が
見
え
る
か
も
」
と
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
子
ど
も
た
ち
は
大
興
奮

で
窓
の
外
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

途
中
、
各
駅
で
お
土
産
付
き

の
す
て
き
な
お
も
て
な
し
を
受

け
、そ
の
土
地
の
特
産
品
販
売
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
や
保
育
園
児
の
お

出
迎
え
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
各
駅

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

の
停
車
時
間
が
短
か
く
、
少
々

慌
た
だ
し
か
っ
た
の
が
残
念
で

し
た
が
、
人
吉
温
泉
駅
か
ら
湯

前
駅
ま
で
プ
チ
旅
行
気
分
で
楽

し
か
っ
た
で
す
。
到
着
し
た
乗

客
の
手
に
は
た
く
さ
ん
の
お
土

産
。
み
ん
な
の
う
れ
し
そ
う
な

笑
顔
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

地
元
を
は
じ
め
、
観
光
客
が

た
く
さ
ん
乗
車
し
、「
田
園
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
」
が
ま
す
ま
す
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
!! 

み
ん
な
乗
っ
て
く
だ
さ
〜
い
。

P.N
大
陸
丸
も
。(

木
地
屋
町
）
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H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

安全・安心で快適な住まいを ５月１日５月１日
受付開始受付開始リフォーム・耐震に補助金を交付します

　人吉市では、市民の方が安全・安心に生活できるように、住宅の「リフォーム」や「耐震診断・改修」をさ
れる方に対し補助金を交付します。予算が無くなり次第終了しますので申請はお早めに。

　市内の既存住宅を対象に、リフォーム事業に登録している施工業者がリフォームを行う場合に限り、その経
費の一部を補助します。
申請できる方
①市内在住で、住民登録か特別永住者の証明ができる方
②市内に住宅を持ち、居住している方または定住を目的に住宅を購入し住民登録か特別永住者の証明を済ませている方
③市税などを滞納していない方　　　④住宅の居住者で所有者でない場合は、居住者全員の承諾を得ている方
補助対象住宅
①一戸建て住宅　　　②併用住宅（延べ面積の２分の１以上が住居スペースであること）
③分譲マンション（個人の専有部分に限る）
補助対象となる工事
①総額が 20万円以上（税込み）の工事　　　②市に登録した施工業者が行う、補助の対象となるリフォーム工事
③平成 27年３月 31日までに修了する工事
※補助の対象となるリフォーム工事の種類についてはお問い合わせください。工事内容については担当職員との協議
が必要です。
補助の金額
○対象となるリフォーム工事の総額の４分の１。１件当たり上限 20万円。補助の交付金額の２分の１は商品券
地域材の活用
○リフォームに木材を使用する場合、人吉球磨産材を活用すること。産地が確認できる証明書が必要です。

住宅のリフォームを後押し！   住宅リフォーム促進事業

木造住宅の耐震化を後押し！   戸建木造住宅耐震改修事業

申請できる方
①市内在住で、住民登録か特別永住者の証明ができる方
②市内に住宅を持ち、居住している方または定住を目的に住宅を購入し住民登録か特別永住者の証明を済ませて
いる方
③市税などを滞納していない方　　　④住宅の居住者で所有者以外の場合は、居住者全員の承諾を得ている方
補助対象住宅
①在

ざいらいじくぐみ

来軸組工法または枠
わくぐみかべ

組壁工法によって建てられた地上２階以下の住宅
②昭和56年5月31日以前に着工した住宅　　　③過去にこの補助金の交付を受けていない住宅
補助の金額
○耐震診断にかかった経費の３分の２。上限12万９千円
※耐震診断は、人吉球磨建築設計事務所協会から派遣される建築士事務所の建築士が行います。

地震はいつどこで起こるか分かりません。市内の戸建木造住宅の耐震診断をされる方を対象に、その
経費の一部を補助します。

補助対象住宅
○上記耐震診断事業の補助を活用し耐震診断をした結果、上部構造評点が「1.0未満」と評価された住宅
補助の金額
○耐震改修にかかった経費の２分の１。上限150万円

耐震診断

耐震改修

申込・問合せ　市都市計画課建築係（☎２２－２１１１内線２４３５）


